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志賀自然教育園の概要

　信州大学志賀自然教育園は，上信越国立公園志賀

高原の中心を成す志賀山（2035m）の北麓標高1550

m～1770mの間，長池湖畔一帯に広がっている（約

100ha）。園内には延べ約4kmにおよぶ自然観察路

が整備され，亜高山帯の動植物，湖沼，高層湿原お

よび渦巻状熔岸流地形などを見ることができる。こ

れらは国の自然公園法により特溺保護地区ないし特

別地域に指定されている。

　当教育園は，「自然に親しみ，その雰囲気にひた

りながら自然の構造や歴史を理解し，自然と人との

関わりについて考える場」として昭和29年（1954

年）に創立され，そのねらいは今も変わらない。そ

の後，昭和41年（1966年）には文部省（現文部科学

省）の認可を受け，現在の信州大学教育学部附属自

然教育研究施設附属の自然教育園となった。信州大

学教育学四生の自然教育実習をはじめ，他学部や他

大学学生の野外実習，生態学や地球科学等の野外研

究，公開講座等の場となっているほか，現在は，生

徒児童の遠足・修学旅行にも利用され，～般の参観

者も多数訪れている。

ロックガーデン

　当教育園には，資料館，ロックガーデンが併設さ

れている。資料館は，志賀高原の自然に関する解説

と標本を展示しており，小規模ながら博物館相当施

設の指定を受けている。その資料館に隣接するロッ

クガーデンは，高山植物を当園の創設時，志賀高原

や日本アルプスなどから移植した教材園で，当時の

教宮や学生が手作業で造りあげた。移植された植物
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の各自生地が自然保護区としての規綱がなかった時

代の産物であるだけに，今となっては貴重な教材園

といえる。数十種類の高山植物が，岩を配置した園

庭に植栽されているが，なかには路傍などに自生し

ているものもある。高山植物は通常，夏に開花する

ものが多いが，当園では高山よりも低標高にあるた

め，5～6月から開花するものもあり，わざわざ高

山にまで出かけなくても気軽に可憐な花々を楽しむ

ことができる。

鷺無

事

欝

ロヅクガーデン（手前）と資料館（右奥）
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信州大学志賀自然教育園qックガーデンの植物目録

1．本目録は，信州大学志賀自然教育園ロックガーデンにおける2007年現在の顕花植物のジストで，路傍の外

来牧草類を除く自生種および植栽種を記載した。

2．和名，学名および科，属，種の配列は，「新日本植物誌顕花編改訂版」（大井・北川1992）に準拠し，未

掲載の場合は「長野県植物誌」（長野県植物誌編纂委員会1997）に拠った。

3．開花時期・分布等は，「原色高山植物大図鑑」（小野・林1987），ヂ志賀高原の植物」（渡辺ほか1988），

「長野県植物誌」（長野県植物誌編纂委員会1997）を参考にした。

4．表記は，標準和名，ラテン名，（花期），分布，付記の順である。

　　　　　　　　サトイモ科

1．ミズバショウ　Lysichi船n　camtschatcense

　（4～6月）本州中部以北，北海道および千島，

サハリン，カムチャッカ，東シベリア。高層湿原，

湿地に生える多年草。白い仏炎苞で有名。花の後，

葉が生長し巨大になる。

　　　　　　　　　ユリ科

2．イワショウブTo且e豆dia　japonica（8～9月）

本州伯　大山以北の低山帯上部から亜高山帯。山

中の湿気の多いところに生える。葉は茎の下部に

つき，直立する。

3．キンコウカ　Nartheciu鵬asiaもicum（7月）

本州近畿以北，北海道およびカリフォルニア，オ

　レゴン州南部。高山の湿気の多い草原に生える。

葉は二丁から折りたたまれ，裏が表になる。

4．コバイケイソウ　Veratrum　stamineum（7

～8月）本州中部地方以北，北海道サロベツ，芦

別岳，アポイ山，ペデガリ岳，無意根山，ニセコ

の高山帯から亜高山帯。湿った草地に生える多年

草。花に近寄ると鼻をつく匂いがする。

5．アオヤギソウVeratrum　maackii　var．

parviflomm（6～8月）本州（北・中部），北

海道および朝鮮半島。和名（青柳箪）は緑色の花

　と柳に似た葉の様子から。

6．凝バギボウシHosta　a豆bo－marg量n滋a（7

月）九州，四国，本州（中部・関東・東北地方）。

池や湿原の縁に生える湿生植物。

7．オオバギボウシ　Hosta　monta熈（7～8月）

本州中・北部，北海道。スキー場や山腹の草地に

大群落を作っている。花はコバギボウシよりやや

淡い紫色。

8．ゼンテイカ　He三nerocal豆is　escu歪enta（7月）

本州中部以北。ニッコウキスゲの名前で知られて

いる。志賀高原でみられるものはほとんど移植さ

れたもの。わずかだが自生もあるらしい。

9．　コオニニLリ　Lilium．leich厳iuii　vaf．　tigrin“m

　（8月）日本各地および朝鮮半島，中国東北部，

　ウスリー。湿原の縁などに群生し，赤い大きな花

　がよく目立っ。

10．ツバメオモト　Cii厩onia　udensis（6月）東

　アジアの亜寒帯に分布。本州近畿以北，北海道。

　濃紺色の実をツバメの頭に見立てたものといわれ

　ている。

11．ユキザサ　s㎜ilacina　japo簾ica（6月）九州か

　ら北海道および朝鮮半島。群生し，茎の先端に白

　い花穂をつける。

12．マイヅルソウ　Maianthemum　dila捻tum（6

　月）日本各地および千島，サハリン，カムチャッ

　カ，朝鮮半島，中国東北部，シベリア東部，北米

　北西部。葉を2枚広げた姿を鶴の舞う姿にたとえ

　た。茎頂に白い小さな花を多数つける。

13．スズラン　Convallaria　keiskei（6月）九州，

　本州中・北部，北海道および樺太，朝鮮半島，中

　国，東シベリア，ウスリー。花は白色で芳香があ

　る。キミカゲソウという名前もある。

14．ツクバネソウ　Paris　tetraphyHa（6～7月）

　九州から北海道。4枚輪生する葉を，羽根つきの

　羽根にたとえた（衝羽根：草）。

15．ネバりノギラン　Ale樋s　foli厩a（7～8月）

　九州から北海道。花序などに腺毛があり，ねぼる。

　　　　　　　　　アヤメ科

16．ヒオウギアヤメ　his　s就osa（7月）本州中部

　地方，北海道。高層湿原，湿地に生える多年草。

　この花を求めて志賀高原に来る人も多い。

17．シガアヤメ　Iris×se船sothunbergii（7月）

　長野県（志賀高原）固有。1931年志賀高原で発見

　されたアヤメとヒオウギアヤメの中間種。

18．テガタチドリ

　ラン科

Gyl塗nadenia　conopsea　（7月）
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本州申・北部，北海道および千鵬，サハリン，カ

ムチャッカ，朝鮮半島，中国，シベリア，ヨーロ

ッパ，アムール，ウスリー。高原から高地の草地

にところどころ見られ，高さ50cmほどにもなる。

　　　　　　　　キンポウゲ科

19．クサボタン　C豆ema牝is　s捻ns（7～9月）本州。

　日本固有種。茎の下部は木化する。花は淡紫色の

　狭鐘型で先が反り返る。

20．ウマノアシガタ　Ra照烈culus　japonicus（4

　～5月）田本各地および朝鮮半島，中国，ウスリ

　一，台湾。別名キンポウゲ。花弁は黄色で光沢が

　ある。

21．ミヤマキンポウゲRanunculus　acris　var．

　11ipponic｛1s（6～7月）本州中部以北，北海道。

　ウマノアシガタよりもやや大形。花に光沢がある。

22．ヤマオダマキAqui蓋egia　buergeriana（6

　～7月）九州，四国，本州の山地。花全体がクリ

　ーム色のものをキバナノヤマオダマキAquilegia

　buergeriana　f．　flavescen忌という。

23．ミツバオウレン　Copもis重rifo茎ia（6月）本グ・1・i

　中部地方以北から北海道および千島，サハリン，

　カムチャッカ，東シベリア，ウスリー，北米の温

　帯から寒帯。高地の湿った草地や湿原に多い。志

　賀高原全域で見ることができ，群生する。葉が3

　枚に分かれている。

24．シラネアオイ　Glaucidiu燃pa丑matu撮（6月）

　本州中部地方以北，北海道。日本固有種。多雪地

　の山地に生える。ロックガーデンのものは自生で

　はなく移植したものである。

　　　　　　　　　　ケシ科

25．コマクサDice蟷ra　peregriRa（7～8月）

　本州恥部以北，北海道および千島，サハリン，カ

　ムチャッカ，シベリア東部。花冠の形が馬の顔に

　似ていることから。

　　　　　　　　モウセンゴケ科

26．モウセンゴケ　Drosera　rotundifoha（7～8

　月）九州屋久島から北海道および千島，サハリン，

　カムチャッカ，朝鮮半島，中国東北部。食虫植物。

　志賀高原の湿原ではどこでも見られる。花の期間

　が短い。

　　　　　　　　ユキノシタ科

27．ダイモンジソウ　Sax量fraga　fortunei　varjn一

　cisolobata（8～9月）九州から北海道および千

　島，サハリン，朝鮮半島，中国，ウスリー。山地

　や高山の湿った岩の上などに生える多年草。品種

　が多い。

28．ウメバチソウ　Parnassia　pa墨us毛ris（8～9

　月）九州から北海道および台湾，千島，サハリン

　の東アジアの温帯から寒帯。高原の湿原や湿った

　草地に生える。花茎の先端に梅鉢紋に似た白い花

　を1個，上向きにつける。

　　　　　　　　　　バラ科

29．シロバナノヘビイチゴFragaria　nippollica

　（6月）本州宮城県から中部地方，屋久町，済州

　山，サハリン。果実は赤く熟し食べられる。

30．キジムシロ　Potentilla　fragarioides　var．

　major（5～7月）九州から北海道およびシベリ

　ァ，ウスリー，朝鮮半島，沿海州。5～9枚の小

　葉をもつ羽状複葉。

31．ミツバツチグリ　Potentilla　freyniana（5

　～7月）九州から北海道および朝鮮半島，アムー

　ル。キジムシロと似ているが，小葉が3枚しかな

　い点で見分けられる。

32．ダイコンソウ　GeUln　japonicu嫌（7月）九州

　から北海道および中国。根生葉が大根の葉に似て

　いることから。

33．ミヤマダイコンソウ　GeUm　calthaefolium

　var．　nippo鷺icu搬（7月）四国石鎚山，剣山，本

　州大峰山と中部地方以北，北海道および千島。臼

　本固有種。花や種子の形でダイコンソウと見分け

　がっく。

34．ワレモコウ　Sanguisorba　o餓ci鶏aHs（9～！G

　月）九州，本州，北海道およびシベリア，朝鮮半

　島，中国，ヨーロッパ。葉からスイカの匂いがす

　るためスイカグサと呼ばれることもある。秋の草

　地によく見られる。

35．カライトソウ　Sanguisorわa　hakusanensis

　（8月）本州中部主に日本海側の亜高山から高山

　帯。紅紫色の穂状花序が闘を引く。

36．タカネイバラ　Rosa撫cicu豆aris　var．

　nipponensis（6月）四国，本グ・1・陳北地方南部か

　ら中部地方。高嶺に咲くバラ。日本に十数種ある

　パラ属の野生種のうちの一つ。

　　　　　　　　フウロソウ科

37．グンナイフウ凝　GeraRium　eriostemon　var．

　reiRii（6～8月）本州中・北部，北海道西部。
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　日本固有種。山梨県東部の郡内（桂川流域の古

　名）で発見されたことが由来。

38．バクサンフウロ　Geranium　yesoense職r．

　nipponicum（6～7月）本州。日本固有種。石

　川県白山で発見されたので名付けられた。

39．ゲンノショウコGera烈ium仇u酌ergii（7

　～9月）九州から北海道。薬として使われること

　で有名。西日本は白花，東日本は紫紅花が多いと

　いわれている。

　　　　　　　　ガンコウラン科

40，ガンコウランEmpetrum　nigruln　var。

　japonicu難（5～6月）本州中部以北，北海道お

　よび千島，サハジソ，朝鮮半島，中国，東シベリ

　ア。高山帯の露地に生える常緑のきわめて小さい

　低木。花に比べ実が径1cmほどと大きく，食べ

　られる。

　　　　　　　　　ニシキギ科

41．クロヅル　Tri拡erygium　rege臨（7月）本州，

　四国，九州および朝鮮半島，中国東北部。つる性

　低木。クロヅルという名前だがつるは赤い。

　　　　　　　　　カエデ科

42．ハウチワカエデAcer　japonicum（5月）本

　州，北海道の低山帯。葉が出る頃に花をつける。

　紅葉が美しい。

　　　　　　　　オトギリソウ科

43．オトギリソウHypericum　erectum（7～8

　月）九州から北海道および樺太，朝鮮半島。花は

　日中だけ開く。茎や葉は民間薬に使われる。変異

　が多く，多数の変種や亜種がある。

　　　　　　　　　スミレ科

44．オオバキスミレVio豆a　brevistipulata（6

　～7月）本州近畿北部以北の主に日本海側，北海

　道。大型のスミレ。日本海側の多雪地帯に広く分

　坐する。

　　　　　　　　　　セリ科

45．シラネニンジン　Tilingia　ajanensis（7～8

　月）本州中部以北，北海道および千島，サハリン，

　カムチャッカ，オホーツク海沿岸地方，シベリア

　東部。日光白根山で始めて採取されたことによる。

　枝先に白い小さな花を多数つける。

　　　　　　　　　ミズキ科

46．：ゴゼンタチバナ　Comus　canadens量s（6月）

　四国石鎚山，本州中部以北，北海道および千島，

　サハリン，朝鮮半島，東アジア，北米北部，グリ

　ーソラソド。葉の数が6枚になって初めて花が咲

　く。秋には赤い実を数個つける。

　　　　　　　　　イワウメ科

47．イワカガミ　Shorもia　soldanelloides（5～6

　月）九州から北海道。高山帯から低山帯上部の草

　地や，やや湿った岩場に生える常緑の多年草。名

　前の由来は葉に光沢があることから。

48．コイワカガミShor偵a　soldaneHoides　f．

　alpina（6～7月）本州中部。高山帯のハイマツ

　の林縁や乾燥した草地またはやや湿った岩礫地に

　生える多年草。

　　　　　　　　イチヤクソウ科

49．マルバノイチヤクソウ　Pyroia　nephrophyHa

　（7月）九州から北海道および南千島。針葉樹林

　などのやや薄暗い林床に生える

50．ベニバナイチヤクソウPyrola　incama捻

　（6～7月）本州中部以北，北海道および朝鮮半

　島，中国東北部，シベリア，カムチャッカ，アラ

　スヵ。花茎が直立し高さ約20c預ほどになる。

51．ギンりヨウソウ　Monotropas廿um　g丑obosum

　（6～7月）沖縄から北海道および千島，サハリ

　ン，朝鮮半島，中国，ヒマラヤ，インドシナ。亜

　高山帯から低山帯の湿潤で暗い林内の腐植土の上

　に生える腐生植物。葉緑素を持っていないため白

　い。別名ユウレイタケ。

　　　　　　　　　ツツジ科

52．ミヤマホツツジTripetale孟a　bra枕eata（7

　月）本州の鳥取大山・野山と加賀白山以北，北海

　道。高山帯に生える落葉低木。花冠の先端は反り

　ぎみになる。

53．キバナシャクナゲRhododendron　aUfeum

　（7月）本州中部地方以北，北海道および千島，

　サハリン，カムチャッカ，シベリア，朝鮮北部。

　高山帯のハイマツ林や適潤な岩石地に生える常緑

　低木。

54．ムラサキヤシオRhododendron　albrech元ii

　（5～6月）本州中部以北，北海道。ツツジ属の

　中では最も早く，葉より先に花をつける。志賀高

　原の全域に分布する。
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55．レンゲツツジRhododendron　japo狙ica撫

　（6月）九州から北海道西南部。多数のオレンジ

　色の花が咲き，観光客に人気がある。植栽されて

　いるものが多い。

56．ツガザクラ　Phyllodoce薮ipponica（7月）

　本州東北地方から鳥取大山，四国東赤石山。常緑

　の小低木。葉がッガ（栂）のようであり，花はサ

　クラ（桜）のようであることから。

57．アオノツガザクラ　PhyHodoce　a互e駁tica（7

　～8月）本州中部以北，北海道および千島，サハ

　リン，カムチャッカ，アリューシャン，アラスカ。

　花の色が緑白色のツガザクラ。

58．ミネズオウ　Loise韮euria　procumbens（6月）

　本州中部以北，北海道およびアジア，ヨーロッパ，

　北米。きわめて小型の常緑低木。花期が短く，花

　も細かいため咲いているかどうかよく分からない。

59．イワナシ　Ep量gaea　asiatica（4～5月）本州

　島根県以東の日本海側，北海道西南部の低山拝上

　部から亜高山帯。果実は径1cmくらい，梨のよ

　うな味がする。

60．ヒメシャクナゲAndromeda　po董ifo至ia（6

　月）本州中部以北，北海道および千島，サハジン，

　朝鮮半島，中国ほか北半球の亜寒帯に広く分布。

　志賀高原の高塵隠原で見られる。小さなつぼ型の

　花を咲かせる。

61．サラサドウダンEnkia煎thus　camganula毛us

　（7月）本州近畿以北，北海道。花冠に更紗染の

　ような模様があるところがら。

62．シラタマノキ　Gau1もheria貰niqueHana（6月）

　本州三瓶山，加賀白山以北，北海道および千重，

　サハリン，アリューシャン。溺名シロモノ。果実

　は白色でサロメテール臭がある。

63．ア：カモノ　Gau韮theria　adenothrix（7月）四

　国，本州，北海道。細氷イワハゼ。志賀高原に広く

　分布している。夏には赤い実をつけ，食べられる。

64．コケモモ　Vaccin量u嫌vitis一温aea　var．　miRus

　（6～7月）九州から北海道および千島，サハリ

　ン，朝鮮半島禄か北半球：の亜寒帯から寒帯に分布。

　花も実もたくさんつく。食べられる。樺太では酒

　も作られる。

　　　　　　　　サクラソウ科

65．ツマトりソウ　Trienもalis　e“ropaea（6月）

　北半球の亜寒帯に広く分布。北海道，本州中部地

　方以北，四国および千島，サハリン，朝鮮半島，

　シベリア菓部，アラスカ，ヨーロッパの高山帯下

　部から低山帯。花びらの先（棲）が赤く色づくこ

　とから。

66．コナスビ　Lysi恥achia　japonica（6～7月）

　日本各地および台湾，中國，マレーシア。果実を

　小さなナスにたとえたもの。道端などでも普通に

　見られる。

　　　　　　　　　リンドウ科

67．ハナイカリ　Ha韮enia　comiculata（8～9月）

　アジア，ヨーロッパ東部の温帯。和名は花形が船

　具の碇に似るから。

68．エゾリンドウ　Genもiana　tr雌ora　var．　japo鷺・

　ica（8～9月）本州近畿地方北部以北，北海道

　および千島，サハリン。咲き出すと秋を感じる花。

　志賀高原のいたる所で見られる。

69．アケボノソウ　Swert姶bimac瓢ata（9月）

　離心各地。花冠裂片につく斑i点が特濃墨。

70．ミツガシワ　Menyanthes　trif磁aもa（4～6

　月）北半球の亜寒帯から寒帯。沼や沢などの湿地

　に生える多年生の水革。花冠は5裂し，裂片の内

　颪には白毛を密生する。

71．イワイチョウFauria　cris捻一galh（7月）本

　州中部以北，北海道および千島，北米北西部の寒

　帯。高山の湿原に生える。葉の形がイチョウに似

　ている。

　　　　　　　　　　シソ科

72．ウツボグサ　Pmnella　vulgaris　var．　li韮adna

　（6～8月）菓アジアの温帯全般に分布。日本各

　地の草地で普通に晃られる。花穂の様子を弓矢を

　入れる靱（ウツボ）に見立てた。

73．イブキジャコウソウ　Thy嫌us　q級inquecos・、

　tatus（6～8月）北海道，本州，九州および朝

　鮮半島，中国，モンゴル，ヒマラヤ。茎は地上を

　はう。全体に芳香があり，薬用，香料用として用

　いられる。

　　　　　　　　ゴマノパグサ科

74．ミヤマクワガタ　Veronica　schmid毛iana　var．

　bandaiana（7月）本州中部。茎が直立し，高さ

　10～15cmになる。

75．クガイソウ　Vero烈icastru辮sibiricum（8

　月）日本各地およびシベリア，ウスリー，朝鮮半

　島，中国北部。高原の日当たりのよい草地などで

　よく見られる。アサギマダラやヒョウモンチョウ

　類など多くの夏の昆虫が集まる花である。



14 池谷友希子・井田秀行

76．エゾシオガマ　Pedicu豆aris　yesoe逓sis（7～9

　月）本州中部以北，北海道およびサハリン南部。

　特徴的な花のつき方をする。シオガマ（塩竈）は

　海岸の風景に見られるもの。

　　　　　　　　オミナエシ科

77。コキンレイカ　Patr量Ria　triloba　v鍵．　triloba

　（7～8月）本州中部以北（主に臼本海側）。バク

　サンオミナエシ（白山女郎花）ともいう。高山で

　は高さ15cmほどだが低地では30～50Clnになる。

　　　　　　　　　キキョウ科

78．ツリガネニンジンAdenophora　tτiphylla

　var．　japo賊ca（8～9月）九州から北海道およ

　びサハリン，南千島。低地から高原まで幅広く見

　られる。ベル状の小さな花が数段にわたって輪生

　する。若芽はトトキといい食用になる。

79．ヤマホタルブク日　Campanu豆a　punct就a　var．

　hondoensis（6～7月）本州近畿・中部・関東

　地方。ホタルブクロCampanula　punctataの山地

　生のもの。薯片の湾入部に付属体がないことで見

　分けられる。

　　　　　　　　　　キク科

80．ヤマハハコ　Anaphalis　margariもacea　var。

　augustior（6～9月）本州中部以北，北海道お

　よび千島，サハリン，カムチャッカ，中国，ヒマ

　ラヤの温帯。白色の乾燥した感じの花を多数つけ

　る。ドライフラワーに向いている。

81．ヨツバヒヨドリ　Eupatorium　chinense　var．

　舘chalinense（8～9月）四国，本州近畿地方以

　北，北海道および千島，サハリン低山帯の湿地に

　生える。本門は同属の多種に比べ，葉が輪生する

　点で区別できる。

82．アキノキリンソウ　Solidago　virga－aurea

　var．　asiatica（8～10月）九ダ、【・［，四国，本州およ

　び朝鮮半島。とても花期が長く，全域（低地から

　高地まで）の草地の他，森林内などどこでも見ら

　れる。

83．ヒメジョオン　Erigeron　a籠nuus（8～9月）

　日本各地。北米原産。閣治維新直前に渡来。

84．ゴマナAster　glehnii　var．　ho簸doensis（9

　月）本州。背が高く白い花をたくさんつけるので

　よく目立つ。

85．セイ寂ウノコギりソウ　Achi韮lea　mil韮efolium

　（7～9月）ヨーロッパ全域，アジア，北米。

　1900年小石川植物園で最初に栽培されたヨーロッ

　パ原産の帰化植物。

86．イワインチンChrysanthemum　rupestre

　（8～9月）本州中部地方以北。根や茎は木化し，

　高さ10～30cmになる。別名イワヨモギ。

87．ノアザミ　Cirsium　japonicum（7～9月）九

　州，四国，本州。平地に普通に生える。変異が多

　く，切花にも利用される。

88．オニアザミ　Cirsiu璽n　nipponense（7～8月）

　本州中部地方以北。巨大でとげがある。花は下を

　向いて付く。

89。ニガナ　Ixefis　de厩ata（5～9月）日本各地

　および南千島，朝鮮半島。茎や葉に苦味のある白

　い乳液を含んでいる。日本全土の山地や丘陵にも

　つとも普通な多年草。

90．ハナニガナ　Ixeris　deuta捻f．　amplif磁a〈5

　～9月）日本各地および南千島，朝鮮半島。ニガ

　ナに散発的に混じって生える。まれに白花のシロ

　バナハナニガナlxeris　dentata　var．　albiHoraが

　ある。

91．フランスギク　嘉eucanthemum　vulgare（6

　～10月）日本各地。ヨーロッパ～西アジア原産。

　園芸植物として江戸時代末期に渡来した。
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